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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では，農村社会を舞台とした基層(=村)ガバナンスの構築に向けて，「公」(政
府=再配分原理)，「私」(市場=交換原理)，「共」(コミュニティ=互酬性原理)の三領域にまたがる資源活用の可能性を
提示することにある。この研究目的を達成するために，①中国の内陸部(中部および西部)に属する山西，貴州，河南，
江西，甘粛のそれぞれ一カ所ずつの村落において現地調査による事例データの集積を行い，②この基礎の上に立ち，ガ
バナンスにおいて「公」「共」「私」それぞれの資源が果たしうる役割と相互補完のパターンについて，比較分析を通
じた理論的展望を示した。

研究成果の概要（英文）：This research project, in an attempt to seek better local governance, explored 
how local society can better mobilize resources in three areas, government (re-distribution mechanism), 
market (exchange mechanism) and community (reciprocity mechanism). During research period, the project 
leader implemented intensive fieldworks in inland villages in China which include Shanxi, Guizhou, Henan, 
Jiangxi and Gansu. Based on these field date and comparative analysis of village governance among 
different regions, our major findings are; (1) “Collective” resources, as a form of community resource 
are more available and accessible in Northern villages than in Southern villages, (2) under the present 
market economy, private business is playing a crucial role in rural governance, and (3) in some areas, 
government are intentionally employing the combination of government resource and community resource, 
which would eventually lead to the empowerment of village community.

研究分野：農村社会学

キーワード： 中国　基層ガバナンス　内陸農村　政府・市場・コミュニティ　比較

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は，内外の注目を集めてきた中国の
村レベル・ガバナンスを題材として，「公」
「私」「共」の交錯と相互浸透の視角から分
析を行う初めての本格的試みとなる。申請者
の見るところ，中国農村のガバナンスを扱っ
た大量の先行業績につきまとう最大の問題
点は，「公共性」の担い手としての政府，市
場，コミュニティの諸領域がそれぞれ別個に
扱われ，統合的に捉えられることがほとんど
無かった点にある。 
 第一に，ガバナンスにおける「共」すなわ
ちコミュニティやそれを支える「社会関係資
本」に着眼した研究についていえば，一定の
蓄積ができてきている。たとえば農村発展に
おけるキーパーソンのネットワークの役割
を 分 析 し た Hu, Biliang, Informal 
Institutions and Rural Development in 
China (Routledge, 2007)，社会関係資本と
コミュニティ発展の関係を論じた鄭伝貴『社
会資本与農村社区発展―以贛東項村為例』上
海，学林出版社，2007 年)，農村コミュニテ
ィの公共建設と社会関係資本の関係を論じ
た 研 究 と し て ， Tsai, Lily L., 
Accountability without Democracy: 
Solidary Groups and Public Goods Provision 
in Rural China (New York: Cambridge 
University Press, 2007)などがある。また，
羅興佐「論村庄治理資源―江西龍村村治過程
分析」『中国農村観察』第 56 号(2004)は，ガ
バナンスの問題を具体的な「事件」と，その
背後にある「資源」の観点から論じた点で画
期的であり，本研究課題の問題意識にも重な
る。ただ単に事件の背景にある要因と見なさ
れていたものを，「資源」として再発見する
知的作業は，他のコミュニティにおいて同種
の資源を見出し，ガバナンスの向上を目指す
際に有用である。龍村のガバナンス「事件」
は，近年のものと言うより，中期的・長期的
な観点から俯瞰されている。理想的なガバナ
ンスの事例が挙げられ，それを可能にした，
村に備わった資源，つまり全体的な経済環境，
村のまとまり，リーダーたちの存在，そして
「第三の力」の存在が指摘されている。こう
した資源は龍村に備わった，不変の条件とし
て書かれていて，その面において龍村のガバ
ナンス能力は歴史を通じて変化しないこと
になる。さらに，他の作品と同様に，羅の議
論は，ガバナンス資源移転の担い手として
「第三種力量」などの存在に気付いているが，
政府資源，市場メカニズムを通じて流れ込む
資源などとの関連には触れられていない。総
じていえば，以上のいずれもが，ガバナンス
の効果を，コミュニティとその社会関係資本
を説明変数として単線的に結びつける傾向
にあった。 
第二に，「公」による政府資金の基層ガバ
ナンスへの投入に関しては，近年の西部大開
発や特に新農村建設の展開にともない，多く

の調査・研究が現れてきている。たとえば，
李剣閣主編『中国新農村建設調査』(上海遠
東出版社，2007 年)などがあるが，これらは，
ほとんどがマクロレベルから，ある地域に投
入された資金とその効果について論じてお
り，コミュニティや市場経済との間の相互作
用については明らかではないという難点が
ある。 
第三に，「私」(市場)によるコミュニティ・
ガバナンスの援助にかんしては，農村に居住
する企業家の存在が近年，注目されて来てお
り，蘆福営『能人政治：私営企業主治村現象
研究』(中国社会科学出版社，2010 年）など
の研究も現れている。また内陸農村にとりよ
り重要なのは出稼ぎ帰郷者による創業と個
人資金によるガバナンスへの貢献であろう。
先駆的業績として，Murphy Rachel, How 
Migrant Labor is Changing Rural China 
(Cambridge, U.K.: Cambridge University 
Press, 2002)などがあるものの，いまだ帰郷
者の「私」レベルでの成功と失敗の分析に止
まっており，「公」や「共」との交錯が視野
に入っていない。 
 実のところ，申請者自身の過去の研究課題
も，やはり主として上記の「共」に偏った視
点から展開してきた。ところがここ数年来の
農村調査からは，「共」の働きが「公」と「私」
の領域に属するガバナンス資源と「相互浸
透」し，互いに深く規定し合っていることが
分かってきた。すなわち，こうした「共」の
働きが，政府資金や個人経済の動態と密接に
連動し，相互作用する関係にあることが浮か
び上がってきた。第一に，政府資金(「公」)
の動向は，「共」の働きを規定すると同時に，
「共」によって規定される関係にある。2006
年以降の「ポスト税費時代」の今日，政府資
金の基層ガバナンスへの投入度合いは日増
しに増大しているが，その資金投入が実現す
るか否かは，コミュニティのあり方 (とりわ
けコミュニティ・リーダーが政府部門に「コ
ネ」を持つか否か)に影響を受ける。同時に，
公的資金の投入はコミュニティの凝集力を
高め，その相乗効果によって現地のガバナン
ス能力を高める。第二に，市場経済が深まり
を見せる内陸農村においては，経済的成功者，
とりわけ出稼ぎ者による個人経済(「私」)の
繁栄をもたらしつつある。近い将来，市場に
おいて得られた「私」の資金が，「共」のチ
ャンネルを通じて村落ガバナンスに流れる
可能性は高い。以上の「公」「共」「私」の交
錯という視角は，平成 20 年度～23 年度科学
研究費補助金(新学術領域研究)の分担者と
してロシア・インドにおいて実施した農村基
層ガバナンス調査においても採用されてお
り，国際的な比較を可能にする意味でも意義
が大きい。本課題の着想は，中国国内の地域
間比較はもちろんのこと，将来における国際
比較の展開をも目論見に入れてのことであ
る。 
 本研究の特色・独創性は以下の三点にまと



められる。第一に，実践的志向性である。す
なわち，内陸地域の現状こそが中国の農村問
題を集約的に表現しているであるとの認識
の下に，「よりよい」基層ガバナンス実現に
向けた実践的な問題意識を中国地域研究に
持ち込もうとする姿勢である。第二に，「公」
「共」「私」の交錯という横断的コンセプト
を用いた比較研究の視点である。広大な中国
の基層ガバナンスの多様性を，同概念を用い
て統一的に位置づけることで，中国国内の地
域間比較が可能になるばかりか，他国との対
話も可能となる。第三に，コミュニティ・ス
タディ(community study)の手法を採用する
ことである。すなわち「ガバナンス」を観察
するフィールドとして，「村落」という小規
模コミュニティに着眼し，実際に目で見，手
で触れることのできる範囲の参与観察を通
じ，地域社会の内部を構成する諸要素の相互
関係を研究することで，ガバナンスの「資源」
を現地社会の文脈から寸断することなく，コ
ミュニティの全体的な視点から位置づける
ことができる。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は，農村社会におけるよりよ
いガバナンス構築に向けての，「公」(政府=
再配分原理)，「私」(市場=交換原理)，「共」
(コミュニティ=互酬性原理)の三領域にまた
がる資源活用の可能性を提示することにあ
る。まずは重要な第一歩として，農村の資源
の関係を正しく「再発見」するという認識作
業の重要性を強調したい。この研究目的を達
成するために，中国の内陸部(中部および西
部)に属する江西，甘粛，山西，貴州の４省
において集中的な村落調査を実施するとと
もに，ガバナンスにおいて「公」「共」「私」
それぞれの資源が果たしうる役割と交錯の
パターンについて，内陸的な文脈における一
つの理論的展望を示す。 
 
３．研究の方法─ガバナンス・行政村・内陸
中国・比較 
 
(1)「ガバナンス」 
通常「ガバナンス」といえば，上からの支
配を感じさせる統治や政府(ガバメント)に
対し，市民社会をベースとした審議，参加，
人権，平等，公開，説明，共感などに価値を
おいて用いられることが多い 。これに対し
本課題がいうところのカバナンスは，市民的
な参加の有無にかかわらず，ある地域が様々
な価値意識の下で，公共的な生活を組織化し
て，結果的に治まっている(いない)メカニズ
ムを指して用いる。 
(2)「行政村」 
本稿は，ローカルな組織の中でも特に「村」
という組織に注目する。住民生活に最も密着
した部分だからである。中・露・印では，広
大な統治領域を持ち，行政コストの観点から

も「小さな政府」で統治を行う必要があるこ
とから，現在でも「村」がフォーマル・イン
フォーマル双方の意味で役割を果たしてい
る。「村の国」である点で三国は共通してい
るのである。 
(3)「内陸中国」 
なぜ「内陸」にこだわるか。それは言うま
でもなく，中国農村にかんする先行研究に，
主として発展の著しい沿海部農村や都市近
郊農村に注目しがちである，という「偏り」
が存在していたためである。とかく人は変化
するものに目を奪われる，沿海部の農村に研
究が集中しがちであるのは，この点を表して
いる。これに対し，本研究は，「80%の村の 80%
の現実」(賀雪峰)が重要であると考える。集
団経済を欠いている内陸一般農村でのガバ
ナンス問題は，都市近郊農村に限定される土
地収用問題などより，事例としてより高い普
遍性をもつのである。 
(4)「比較」 
本研究が採用する基本的な方法は「比較村
落ガバナンス論」である。 
本課題では，その比重の大きさ調達可能な
資源が慢性的に不足していると思われる「内
陸中国」を研究対象として照準を合わせてい
るが，常に「比較分析」を意識したインプリ
ケーションの抽出を心がける。ここでいう
「比較」には三つのレベルがある。 
第一の比較は，先行する科研費の研究成果
である東部沿海地区を重要な比較対象とし
て，全国的な範囲から，「内陸中国」の農村
に共通した特徴および問題状況を浮き彫り
にする作業である。すでにみたように，概し
て東部=沿海農村の基層ガバナンスは，公・
共・私のいずれの領域においても動員可能な
資源が豊富である。これらに対し，内陸部に
おいてはいずれの領域，種類の資源も十分で
あるということはなく，だからこそ資源を再
発見していく認識作業が重要な意味を持つ，
という共通点によって結ばれていることが
わかる。 
第二のレベルは，「内陸農村」カテゴリー
内部の比較である。本課題の戦略の一つは，
中国内陸部農村の実態をより全面的にとら
えるために，①北方=南方の軸と②中部=西部
の軸の掛け合わせた四つの地域をそれぞれ
代表するように，調査地が選択されている点
である。これを図示すれば以下の通りである。 
 

 西部 中部 

北方 甘粛 河南(山西) 

南方 貴州 江西(湖北) 
 
比較の第三のレベルは，本報告書では全面
的に展開しないが，他の「ユーラシア地域大
国」であるインド・ロシアと中国の基層ガバ
ナンスとの比較である。調査地における「公」
「私」「共」の交錯パターンを，途上国を対
象とした既存の農村開発研究の成果や，ロシ



ア・インドの経験などとも照らし合わせなが
ら再検討する。 
 
４．研究成果─ガバナンス資源の再発見 
 
本研究プロジェクトの基本姿勢は，中国内
陸農村という，全般において資源が欠乏して
いると考えられる地域の複数の村落につい
て，対象に密着して観察を行いながら，その
周囲において基層ガバナンスに活用が可能
な様々な「資源」を見出していこうとするも
のであった。「資源」は自然・天然資源に限
られず，有形・無形のものをともに含み，誰
もが客観的に見出せる対象であるとも限ら
ない。ここから，資源とは目の前にありなが
ら見えてないものを「再発見」することによ
り初めて資源になる，ともいえる。本課題の
究極的な目的も，資源欠乏地域における資源
の再発見という認識作業のための，基本的な
フレームワークづくり，にあったといえ，一
定程度の成果が挙げられたように思う。 
中国内陸部の「比較村落ガバナンス論」の
試みとしての本課題の基本的な枠組みは，ロ
ーカルな「ガバナンス資源」を三つの領域に
腑分けしたうえで，それら三者がいかに規定
し合い，また相互移転されているか，に着眼
するものであった 。「三つの領域」とは，以
下の通りである。 
 

 原

理 

担い手 領域 動機 

「公」 再

配

分 

政府 ナシ

ョナ

ル 

正統性 

「共」 互

酬

性 

コミュ

ニティ 

ロー

カル 

リスク回

避・「郷情」 

「私」 交

換 

市場 グロ

ーバ

ル 

利益 

 
研究年度内の本課題に関わるフィール
ド・ワーク実施状況は以下の通りである。 
 
②  2012 年 8 月，河南省新野県歪子鎮喬
営村 
② 2012 年 9月，湖北省武穴市花橋鎮雨
場山村 
③ 2012 年 11 月，江西省余干県社庚郷
花墩村 
④ 2013 年 7 月，貴州省晴隆県長流郷鳳
凰村 
⑤ 2013 年 12 月，河南省新野県沙堰鎮
翟庄村 
⑥ 2014 年 3月，河南省新野県沙堰鎮翟

庄村 
⑦ 2014 年 8月，貴州省晴隆県長流郷鳳
凰村 
⑧ 2015 年 3月，山西省芮城県南衛郷新
南張村 
 
暫定的な結論は以下の通りである。一般に
資源が欠乏しているように見える内陸農村
の間にあっても，異なる地域を比較してみる
ことで，現在において当該地域が相対的に多
く依拠している資源の領域が見えてくる。そ
れこそが，当該地域の強みである可能性を秘
めている。「足を削って靴に合わせる」ので
はなく，相対的に優勢な資源に着眼し，それ
を助長することが重要であろう。例えば次の
諸点が指摘できる。 
第一に，「共」的資源の南北の違いについ
て: 北方農村では，「集体」の記憶がまだ強
く，村の公式リーダーがガバナンスの中核と
なる可能性を秘めている。これに対し，南方
農村では「集体」は優勢な資源ではないため，
家族勢力とそれら連なる「第三種力量」が重
要な役割を果たす。 
第二に，「私」的資源の発展，農村ビジネ
スの発展は，高度な「公共性」を持ちうると
いう点である。私的経営の第二段階(出稼ぎ
経済)から第三段階(農村ビジネス)への移行
を援助することが重要である。同様に，西部
の山岳地域でも，とりわけ鉱物資源を扱う経
営者などと地元コミュニティとのつながり
を橋渡しすることは，ガバナンス資源の確保
にとり有効な方法である。 
第三に，一部地域ですでに成功している
「公」と「共」の組み合わせ方として，基層
組織自身が「共」的資源を動員して事業を完
遂することを前提に，政府が事後的に「公」
的資源を投入するという手法は，結果的には
村の持つ「共」的な力を強化することにもつ
ながる。 
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